
号

外�十八
平

成
二
十
六
年

四

月

一

日

目

次

規

則

○
岐
阜
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

保
健
医
療
課)

一
ペ
ー
ジ

規

則

岐
阜
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
五
十
二
号

岐
阜
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則(

昭
和
六
十
三
年
岐
阜
県
規
則

第
四
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中｢

第
二
十
三
条
第
二
項｣

を｢

第
二
十
二
条
第
二
項｣

に
改
め
る
。

第
四
条
中｢

第
二
十
四
条｣

を｢

第
二
十
三
条｣

に
改
め
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条

削
除

第
十
二
条
中｢

保
護
者｣

を｢

現
に
保
護
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
者｣

に
改
め
る
。

第
十
六
条
中｢

同
条
第
一
項｣

の
下
に｢

又
は
第
三
項｣

を
加
え
、｢

、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
医
療
保
護
入
院
者(

第
三
十
三
条
第
二
項)

の
入
院
届(

別
記
第
二
十
二
号
様
式)

に
よ
る
も
の
と
し｣

を
削
り
、｢

特
定
医
師
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者(

第
三
十
三
条
第
一
項
・
第
四

項)
の
入
院
届
及
び
記
録｣

を｢

特
定
医
師
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者(

第
三
十
三
条
第
一
項
・
第
四

項
又
は
第
三
十
三
条
第
三
項
・
第
四
項)

の
入
院
届
及
び
記
録｣

に
改
め
、｢

又
は
特
定
医
師
に
よ
る

医
療
保
護
入
院
者(
第
三
十
三
条
第
二
項
・
第
四
項)

の
入
院
届
及
び
記
録(

別
記
第
二
十
四
号
様
式)｣

を
削
る
。

第
十
八
条
中｢

第
三
十
三
条
の
四
第
五
項｣

を｢

第
三
十
三
条
の
七
第
五
項｣

に
、｢

特
定
医
師
に
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措
置
入
院
者

保
護
者

措
置
入
院
者

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ氏
名

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

(男
･女
)

(男
･女
)

続
柄

続
柄続

柄

続
柄 生
年
月
日

生
年
月
日

生
年
月
日

生
年
月
日生
年
月
日

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

年
月

日
生

よ
る
応
急
入
院(

第
三
十
三
条
の
四
第
二
項)

届
及
び
記
録｣

を｢

特
定
医
師
に
よ
る
応
急
入
院(

第

三
十
三
条
の
七
第
二
項)

届
及
び
記
録｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
中｢

第
二
十
二
条
の
三｣

を｢

第
二
十
条｣

に
改
め
、｢

経
過
す
る｣

の

下
に｢

日｣
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
中｢
保
護
者｣

を｢

法
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
族
等(

以
下｢

家
族
等｣

と
い
う
。)｣

に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中｢
別
記
第
三
十
六
号
様
式)

を｣

を｢

別
記
第
三
十
六
号
様
式)

に
よ
り｣

に
、｢

提
出｣

を｢

申
請｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

前
項
の｣

の
下
に｢

規
定
に
よ
る｣

を
加
え
、

｢

保
護
者｣

を｢

家
族
等｣

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中｢

別
記
第
三
十
八
号
様
式)

を｣

を｢

別
記
第
三
十
八
号
様
式)

に
よ
り｣

に
、｢

提
出｣

を｢

申
請｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

保
護
者｣

を｢

家
族
等｣

に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中｢

障
害
者
手
帳
申
請
書｣
を｢

障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書｣

に
改
め
る
。

第
三
十
条
中｢

障
害
者
手
帳
不
承
認
通
知
書｣

を｢
障
害
者
手
帳
交
付
等
不
承
認
通
知
書｣

に
改
め

る
。第

三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
中｢

障
害
者
手
帳
申
請
書｣

を｢

障
害
者
手
帳
交
付

申
請
書｣

に
改
め
る
。

別
表
備
考
第
二
号
中｢

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律｣

を｢

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律｣

に
改
め
る
。

別
記
様
式(

別
記
第
十
号
様
式
、
別
記
第
十
八
号
様
式
、
別
記
第
二
十
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
二
十

三
号
様
式
ま
で
、
別
記
第
二
十
五
号
様
式
か
ら
別
記
第
二
十
七
号
様
式
ま
で
、
別
記
第
二
十
八
号
様
式
、

別
記
第
二
十
九
号
様
式
及
び
別
記
第
三
十
五
号
様
式
を
除
く
。)

中｢

保
護
者｣

を｢

家
族
等｣
に
改

め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中｢第
23条
第
１
項
｣

を｢第
22条
第
１
項
｣

に
、｢現

在
場
所
｣

を｢現
在
場

氏

所名
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中｢申

し
出
｣

を｢申
出
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中｢第

23条
｣

を｢第
22条
｣

に
、｢第

24条
｣

を｢第
23条
｣

に
、｢第

25条
)
｣

を｢第
24条

)
｣

に
、｢第

25条
の
２
｣

を｢第
25条

｣

に
改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第

七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

２
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

別
記
第
十
号
様
式
中｢保

護
者
｣

を｢あ
な
た
の
ご
家
族
等
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
12号
様
式
削
除

別
記
第
十
八
号
様
式
中

｢

を

｣

｢

に

｣
改
め
る
。

別
記
第
二
十
一
号
様
式
中｢保

護
者
の
｣

を｢家
族
等
の
｣

に
、

｢
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同
意
を
し
た
家
族
等

保
護

者

１
配
偶
者

２
父
母
(親
権
者
で
あ
る
・
な
い
)

３
祖
父
母
等

４
子
・
孫
等

５
兄
弟
姉
妹

６
後
見
人
又
は
保
佐
人

７
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
(選
任
年
月
日

年
月

日
)

８
市
町
村
長

住
所

氏
名

１
後
見
人
又
は
保
佐
人

２
配
偶
者

３
親
権
を
行
う
者

４
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
(選
任
年
月
日

年
月

日
)

５
そ
の
他
(

)

住
所

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

続
柄

続
柄

生
年
月
日

年
月

日
生

年
月

日
生

同
意
を
し
た
家
族
等

保
護

者

１
配
偶
者

２
父
母
(親
権
者
で
あ
る
・
な
い
)

３
祖
父
母
等

４
子
・
孫
等

５
兄
弟
姉
妹

６
後
見
人
又
は
保
佐
人

７
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
(選
任
年
月
日

年
月

日
)

８
市
町
村
長

住
所

氏
名

１
後
見
人
又
は
保
佐
人

２
配
偶
者

３
親
権
を
行
う
者

４
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
(選
任
年
月
日

年
月

日
)

５
そ
の
他
(

)

住
所

氏
名

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

(男
･女
)

続
柄

続
柄

続
柄

続
柄

生
年
月
日

生
年
月
日

年
月

日
生

年
月

日
生

年
月

日
生

年
月

日
生

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
二
号
中｢第

33条
第
２
項
又
は
｣

及
び｢

｢第
33条
第
２
項
入

院
｣
｣

を
削
り
、｢第

33条
第
２
項
・
第
４
項
入
院
｣

を｢第
33条
第
３
項
・
第
４
項
入
院
｣

に
、｢第

33条
の
４
第
２
項
｣

を｢第
33条
の
７
第
２
項
｣

に
改
め
、｢

(第
33条
第
２
項
又
は
第
33条
第
２
項
・

第
４
項
に
よ
る
入
院
の
場
合
は
､
入
院
し
た
年
月
日
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
｡)
｣

を
削
り
、
同
様

式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

10
提
出
に
当
た
つ
て
は
､
推
定
さ
れ
る
医
療
保
護
入
院
に
よ
る
入
院
期
間
及
び
選
任
さ
れ
た
退

院
後
生
活
環
境
相
談
員
を
記
載
し
た
医
療
法
施
行
規
則
第
１
条
の
５
に
規
定
す
る
入
院
診
療
計

画
書
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
｡

別
記
第
二
十
一
号
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

４
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

別
記
第
二
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
22号
様
式
削
除

別
記
第
二
十
三
号
様
式
中｢特

定
医
師
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者
(第
33条
第
１
項
・
第
４
項
)
の

入
院
届
及
び
記
録
｣

を｢特
定
医
師
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者
(第
33条
第
１
項
・
第
４
項
又
は
第
33

条
第
３
項
・
第
４
項
)
の
入
院
届
及
び
記
録
｣

に
、｢保

護
者
の
｣

を｢家
族
等
の
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
二
号
中｢第

33条
第
２
項
又
は
｣

及
び｢

｢第
33条
第
２
項
入

院
｣
｣

を
削
り
、｢第

33条
の
４
第
２
項
｣

を｢第
33条

の
７
第
２
項
｣

に
改
め
、
同
様
式
記
載
上
の

留
意
事
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

４
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

別
記
第
二
十
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
24号
様
式
削
除
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医
療
保
護
入
院
者

保
護

者

医
療
保
護
入
院
者

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

続
柄

続
柄

生
年
月
日

生
年
月
日

生
年
月
日

生
年
月
日

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

(満
歳
)

年
月

日
生

(満
歳
)

診
断

し
た

精
神
保
健
指
定
医
氏
名

今
後
の
治
療
方
針
(再
発

防
止
へ
の
対
応
を
含
む
｡)

過
去
６
か
月
間
(措
置
入

院
後
３
か
月
の
場
合
は
過

去
３
か
月
間
)
の
治
療
の

内
容
と
そ
の
結
果

問
題
行
動
を
中
心
と
し
て

記
載
す
る
こ
と
｡

今
後
の
治
療
方
針
(再
発

防
止
へ
の
対
応
含
む
｡)

を
記
載
す
る
こ
と

過
去
６
か
月
間
(措
置
入

院
後
３
か
月
の
場
合
は
過

去
３
か
月
間
)
の
治
療
の

内
容
と
そ
の
結
果
を
記
載

す
る
こ
と

問
題
行
動
を
中
心
と
し
て

記
載
す
る
こ
と
｡

署
名

別
記
第
二
十
五
号
様
式
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
一
号
中｢医
療
保
護
入
院
｣

を｢第
33条
第
１
項
又
は
第
３
項

に
よ
る
医
療
保
護
入
院
｣

に
改
め
、｢

(第
33条

第
２
項
又
は
第
33条

第
２
項
・
第
４
項
に
よ
る
入
院

を
経
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
入
院
年
月
日
)
｣

を
削
り
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
二
号
及

び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
す
る
。

別
記
第
二
十
六
号
様
式
中｢保
護
者
等
｣

を｢家
族
等
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
六
号
様
式
の
二
中｢特

定
医
師
に
よ
る
応
急
入
院
(第
33条
の
４
第
２
項
)
届
及
び
記

録
｣

を｢特
定
医
師
に
よ
る
応
急
入
院
(第
33条

の
７
第
２
項
)
届
及
び
記
録
｣

に
、｢保

護
者
等
｣

を｢家
族
等
｣

に
改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
七

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

｢生
年
月
日

別
記
第
二
十
七
号
様
式
中｢

保
護
者｣

及
び｢

保
護
者
等｣

を｢

家
族
等｣

に
、

選
任

年
月

日
生

性
別

男
・
女

(満
歳
)

年
月

日
｣

を｢生
年
月
日

年

月
日
生

性
別

男
・
女

(満
歳
)

｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
中

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢
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今
後
の
治
療
方
針
を
記
載
す

る
こ
と
(患
者
本
人
の
病
識

診
断

し
た

精
神
保
健
指
定
医
氏
名

保
護

者

過
去
12か
月
間
の
治
療
の
内

容
と
､
そ
の
結
果
及
び
通
院

又
は
任
意
入
院
に
変
更
で
き

な
か
つ
た
理
由
を
記
載
す
る

こ
と
｡

署
名

１
後
見
人
又
は
保
佐
人

２
配
偶
者

３
親
権
を
行
う
者

４
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
(選
任
年
月
日

年
月

日
)

５
そ
の
他
(

)

住
所

氏
名

医
療
保
護
入
院
年
月
日

(第
33条
第
１
項
に
よ
る
入
院
)

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

(男
･女
)

過
去
12か
月
間
の
治
療
の
内

容
と
､
そ
の
結
果
及
び
通
院

又
は
任
意
入
院
に
変
更
で
き

な
か
つ
た
理
由 続

柄

続
柄

生
年
月
日医
療
保
護
入
院
年
月
日

(第
33条

第
１
項
・
第
３
項
に
よ
る

入
院
)

年
月

日
生

年
月

日
生

診
断

し
た

精
神
保
健
指
定
医
氏
名

保
護

者

診
断

し
た

精
神
保
健
指
定
医
氏
名

退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況

(選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活

環
境
相
談
員
と
の
相
談
状
況
､

地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
状

況
､
医
療
保
護
入
院
者
退
院

支
援
委
員
会
で
決
定
し
た
推

定
さ
れ
る
入
院
期
間
等
に
つ

い
て
)

今
後
の
治
療
方
針
(患
者
本

人
の
病
識
や
治
療
へ
の
意
欲

を
得
る
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
)

や
治
療
へ
の
意
欲
を
得
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
)｡

署
名

１
後
見
人
又
は
保
佐
人

２
配
偶
者

３
親
権
を
行
う
者

４
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
者
(選
任
年
月
日

年
月

日
)

５
そ
の
他
(

)

住
所

氏
名

署
名

選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

都
道

郡
市

町
村

府
県

区
区

(男
･女
)

(男
･女
)

続
柄

続
柄

生
年
月
日

年
月

日
生

年
月

日
生

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
二
号
中｢第

33条
第
２
項
又
は
｣

及
び｢
｢第
33条
第
２
項
入

院
｣
｣

を
削
り
、｢第

33条
第
２
項
・
第
４
項
｣

を｢第
33条
第
３
項
・
第
４
項
｣

に
、｢第

33条
の
４

第
２
項
｣

を｢第
33条
の
７
第
２
項
｣

に
改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
十
号
及
び
第
十
一

号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

５
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

別
記
第
二
十
八
号
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
す
る
。

｢
｢

別
記
第
二
十
九
号
様
式
中

を

｣

｢
｢

に
、

を

に
、

｣
｣

｢

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
二
号
中｢第

33条
第
２
項
又
は
｣

及
び｢

｢第
33条
第
２
項
入

院
｣
｣

を
削
り
、｢第

33条
第
２
項
・
第
４
項
入
院
｣

を｢第
33条
第
３
項
・
第
４
項
入
院
｣

に
、｢第

33条
の
４
第
２
項
｣

を｢第
33条
の
７
第
２
項
｣

に
改
め
、｢

(第
33条
第
２
項
又
は
第
33条
第
２
項
・

第
４
項
に
よ
る
入
院
の
場
合
は
､
入
院
し
た
年
月
日
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
｡)
｣

を
削
り
、
同
様
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過
去
12か
月
間
の
治
療
の
内

容
と
､
そ
の
結
果
を
記
載
す

る
こ
と
(過
去
12か
月
間
に

行
動
制
限
が
行
わ
れ
た
際
は
､

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
記

載
す
る
こ
と
｡)

過
去
12か
月
間
の
治
療
の
内

容
と
､
そ
の
結
果
(過
去
12

か
月
間
に
行
動
制
限
が
行
わ

れ
た
際
は
､
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
｡)

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成

年
月
日
生
(

歳
)

姓 入
院
年
月
日
以
前
に
利
用

し
て
い
た
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
第
５
条
第
１
項
に
規

定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
事
業
を
行
う
者

の
名
称
､
所
在
地
及
び
連

絡
先

家
族

等
の

住
所
及
び
氏
名

保
護

者
の

住
所
及
び
氏
名

名�
性
別
１
男
・

２
女男
・
女

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成

年
月
日
生
(

歳
)

姓
名�

式
記
載
上
の
留
意
事
項
中
第
八
号
及
び
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
を
第
十

号
と
し
、
第
六
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

７
入
院
後
の
診
察
に
よ
り
精
神
症
状
が
重
症
で
あ
つ
て
､
か
つ
､
慢
性
的
な
症
状
を
呈
す
る
こ

と
に
よ
り
入
院
の
継
続
が
明
ら
か
に
必
要
な
病
状
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
１
年
以
上
の
入
院
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
､
｢過
去
12か

月
間
の
治
療
の
内
容
と
､
そ
の
結
果
及

び
通
院
又
は
任
意
入
院
に
変
更
で
き
な
か
つ
た
理
由
｣
の
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
｡

８
｢退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況
｣
の
欄
に
つ
い
て
は
､

①
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
と
の
最
初
の
相
談
を
行
つ
た
時
期
や
そ
の
後
の
相
談
の
頻
度
等

②
地
域
援
助
事
業
者
の
紹
介
の
有
無
や
紹
介
し
た
地
域
援
助
事
業
者
と
の
相
談
の
状
況
等

③
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
で
の
審
議
状
況
等

に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
と
し
､
③
に
つ
い
て
は
､
必
要
に
応
じ
て
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支

援
委
員
会
に
お
け
る
審
議
結
果
記
録
の
写
し
を
添
付
し
た
上
で
､
そ
の
旨
同
欄
に
明
記
す
る
こ

と
｡

別
記
第
二
十
九
号
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

５
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

別
記
第
二
十
九
号
の
二
様
式
中｢第

22条
の
３
｣

を｢第
20条
｣
に
、

｢
｢を

に
、

｣
｣

｢取
り
組
み
｣

を｢取
組
｣

に
改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
二
号
中｢第

33条
第
２
項
又
は
｣

及
び｢

｢第
33条

第
２
項
入
院
｣
｣

を
削
り
、｢第

33条
第
２
項
・
第
４
項
｣

を｢第
33条

第
３
項
・

第
４
項
｣

に
、｢第

33条
の
４
第
２
項
｣

を｢第
33条

の
７
第
２
項
｣

に
改
め
、
同
様
式
記
載
上
の
留

意
事
項
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
を

第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

７
入
院
後
の
診
察
に
よ
り
精
神
症
状
が
重
症
で
あ
つ
て
､
か
つ
､
慢
性
的
な
症
状
を
呈
す
る
こ

と
に
よ
り
入
院
の
継
続
が
明
ら
か
に
必
要
な
病
状
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
１
年
以
上
の
入
院
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
､
｢任
意
入
院
継
続
の
必
要
性
｣
の
欄
に
そ
の
旨
を
記

載
す
る
こ
と
｡

別
記
第
二
十
九
号
の
二
様
式
記
載
上
の
留
意
事
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

５
平
成
20年
３
月
31日
以
前
に
広
告
し
て
い
る
神
経
科
に
お
け
る
受
診
歴
を
精
神
科
受
診
歴
等

に
含
む
こ
と
と
す
る
｡

別
記
第
三
十
五
号
様
式
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
る
。

別
記
第
四
十
号
の
二
様
式
中｢障

害
者
手
帳
申
請
書
｣

を｢障
害
者
手
帳
交
付
申
請
書
｣

に
、

｢
｢

を

｣
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
四
十
一
号
様
式
中

｢
｢

を

｣
｣

に
改
め
、｢､

共
同
生
活
介
護
(ケ
ア
ホ
ー
ム
)｣

を
削
る
。
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氏
名

性別

性
生年月

別
日

氏
名

生年月日

別
記
第
四
十
二
号
様
式
中｢市

町
村
役
場
保
健
所
｣

を｢市
町
村
､
保
健
所
｣

に
、｢市

町
村
役
場

｢
｢

で
｣

を｢市
町
村
で
｣

に
、

を

に
改
め
る
。

｣
｣

別
記
第
四
十
二
号
の
二
様
式
中｢障

害
者
手
帳
不
承
認
通
知
書
｣

を｢障
害
者
手
帳
交
付
等
不
承
認

通
知
書
｣

に
、｢精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

精
神
障
害
の
状
態
で
あ
る
こ
と
の
認
定

障
害

等
級

の
変

更
｣

を ｢精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

精
神
障
害
の
状
態
で
あ
る
こ
と
の
認

障
害

等
級

の
変

付定更
｣

に
改
め
る
。

別
記
第
四
十
三
号
様
式
中

｢
｢を

に
改
め
る
。

｣
｣

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
備
考
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
平
成

二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岐
阜
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙(

以
下｢

旧
用
紙｣

と
い
う
。)

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
用
紙
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
。
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